
（令和7年10月現在）

チェック 備考

申立書 ○
1～4の順で左とじして、すべてのページの右上余白に捨印を押してください。
※　左側に余白を３センチ程度設けてください。

※　第三債務者に対し、陳述催告の申立て（民事執行法第147条1項）をする場合は申立書表紙にその

旨を記載するか、陳述催告の申立書を別途ご提出ください。

各目録（2～4）の写し ○ 各目録の写しを１部ずつ（押印のないもの）

債務名義（正本） ○ 判決、和解調書、公正証書、審判、調停調書などの正本（謄本不可）

執行文
　　　　　判決正本、和解調書正本、民事調停調書正本、公正証書正本、訴訟費用額
　　　　　確定処分正本などは執行文が必要です。執行文の要否や種類が不明なときは
　　　　　債務名義が作成された裁判所又は公証役場でご確認ください。

送達証明書 ○ 　　　　　債務名義が作成された裁判所又は公証役場で申請してください。

確定証明書 　　　　　家事審判書正本は確定証明書が必要です。

【当事者・第三債務者が法人の場合】

商業登記事項証明書
（代表者事項証明書）
　　　※　法務局で申請可

※　申立日から３か月以内に取得したものを提出してください。

※　債務名義上の当事者の表示と、現在の本店所在地又は名称が異なるときは、「履歴事項全部証明

書」や「閉鎖事項証明書」など、そのつながりを明らかにする公文書等（現在の本店所在地又は名称に

係るものは申立日から３か月以内に取得したもの）を提出してください。

住民票又は戸籍附票
(※　マイナンバーの記載のないもの）

債権者又は債務者で、債務名義上の住所と、現在の住所が異なるときは、債務名義上
の住所と、現在の住所のつながりを明らかにするための書類（公文書等）が必要です。
※　公文書等は、現在の住所に係るものは申立日から３か月以内に取得したものを提出してください。

戸籍謄本
債権者又は債務者で、債務名義上の氏名と、現在の氏名が異なるときは、債務名義上
の氏名と、現在の氏名のつながりを明らかにするための書類（公文書等）が必要です。
※　公文書等は、現在の氏名に係るものは申立日から３か月以内に取得したものを提出してください。

収入印紙（申立手数料） ○ ４０００円（債務名義数１×債権者１名×債務者１名の場合)

郵便切手 ○ 郵便料及び予納金一覧（地方裁判所）参照

債権者あて返信用封筒 〇
２通+第三債務者の数分（陳述催告の申立が無い場合は、２通のみ）
※すべての封筒にあて名（債権者の送達場所）をご記入ください。

申立書提出先一覧（地方裁判所）参照 

債権執行事件申立てにあたっての　提出書類一覧
必要書類（必須のものは〇）

※　必要書類をすべて揃えた上で、提出してください。
※　事案により、上記以外の書類の提出を求める場合があります。
※　申立書の提出先：債務者の住所地を管轄する裁判所に申立てをしてください。

横浜地方裁判所第３民事部債権発令係
〒231-8502 横浜市中区日本大通９番地
TEL 045-664-8739  FAX 045-212-0602
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